
　

１
９
７
５
年
に
九
州
自
然
歩
道
の
整

備
が
は
じ
ま
っ
て
３
９
年
、
全
線
が
開

通
し
て
３
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
時

は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

の
余
韻
が
残
り
、
高
度
経
済
成
長
が
終

わ
っ
た
と
も
さ
れ
る
時
期
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
終
結
し
、
布
施
明
の
「
シ
ク
ラ

メ
ン
の
か
ほ
り
」
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
開
通
当
時
で
あ

る
１
９
７
７
年
に
発
行
さ
れ
た
「
山
び

こ
の
径
〜
九
州
自
然
歩
道
〜
（
西
日
本
新

聞
社
）
」
な
ど
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
九

州
自
然
歩
道
の
様
々
な
風
景
や
そ
の
移

り
変
わ
り
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
く
じ
ゅ
う

坊
ガ
ツ
ル
」
。
毎
年
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
や

登
山
者
が
訪
れ
る
人
気
の
エ
リ
ア
で
す
。

九
州
自
然
歩
道
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
で
あ
る
坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
、

古
く
か
ら
登
山
者
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

愛
さ
れ
て
き
た
法
華
院
温
泉
な
ど
、
昔

か
ら
皆
に
親
し
ま
れ
大
切
に
さ
れ
て
き

た
ス
ポ
ッ
ト
を
通
り
ま
す
。
写
真
は
、

長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

雨
ヶ
池
へ
ぬ
け
る
途
中
。
今
年
の
紅
葉

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

先
ほ
ど
の
書
籍
「
山
び
こ
の
径
」
の

中
巻
に
は
、
タ
デ
原
湿
原
か
ら
法
華
院

へ
向
か
う
広
い
高
原
の
あ
ち
こ
ち
に
豊

後
の
黒
牛
が
の
ん
び
り
草
を
食
べ
て
い

る
こ
と
。
長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
自
然
教
室
が
親
子
連
れ
の
見
学
者
に

評
判
で
あ
る
こ
と
。
自
然
保
護
に
積
極

的
に
取
り
組
む
「
九
重
の
自
然
を
守
る

会
」
の
存
在
が
貴
重
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
既
に
１
９
６

４
年
に
は
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が

開
通
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
観

光
客
も
増
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
く
じ
ゅ
う
登
山
の
拠
点
で
あ

る
法
華
院
温
泉
山
荘
は
、
明
治
時
代
、

弘
蔵
孟
夫
さ
ん
が
創
業
。
九
州
自
然
歩

道
が
開
通
し
た
当
時
は
先
代
の
弘
蔵
祐

夫
さ
ん
が
ご
主
人
で
し
た
。
山
荘
を
訪

れ
る
と
先
着
の
登
山
者
か
ら
気
さ
く
に

「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
声
が
か
け
ら
れ
、

話
が
は
ず
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

刻
々
と
変
化
す
る
美
し
い
風
景
で
私

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
く
じ
ゅ
う
。

今
も
変
わ
ら
ず
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
者
を

迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 
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編
集
後
記

　

第
１
号
「
九
州
自
然

歩
道
通
信
」
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
本
通
信

紙
は
、
環
境
省
の
「
地

域
活
性
化
に
向
け
た
協

働
取
組
の
加
速
化
事
業
」

で
採
択
さ
れ
た
「
九
州

自
然
歩
道
活
用
促
進
事

業
」
の
一
環
で
作
成
し

ま
し
た
。
本
通
信
紙
を

作
成
す
る
ま
で
に
、
環

境
省
や
県
、
市
町
村
の

方
々
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
を
お
聞
き
し
、
多
く

の
方
々
に
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、

頂
い
た
情
報
が
紙
面
の

都
合
上
掲
載
で
き
な

か
っ
た
も
の
も
あ
り
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
情
報
提
供
し
て

頂
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

次
号
は
１
２
月
に
発

行
予
定
で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
福
島
優
）

九
州
自
然
歩
道
通
信 

１

本通信紙は、環境省の「平成２６年度地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」の一環で作成しています。

 
 

平
成
２
６
年
７
月
２
０
日
（
日
）
宮
崎
県
西

都
（
さ
い
と
）
市
に
て
第
２
回
九
州
自
然
歩
道

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
宮
崎
県
「
九
州
自
然
歩
道
再

点
検
・
活
用
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
む
か
感
動
体
験
ワ
ー
ル
ド
」
が
県
の
委

託
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
宮
崎
県
内
外
か
ら
多
数
の
方
々
に

お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。
ル
ー
ト
が
西
都
原
古

墳
群
周
辺
と
言
う
事
も
あ
り
、
西
都
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の
神
話
や
歴
史
の
お
話

に
耳
を
傾
け
つ
つ
自
然
歩
道
の
魅
力
を
満
喫
し

て
頂
け
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は
九
州
自
然
歩
道
の
事
を
初

め
て
知
っ
た
方
も
多
く
、
意
外
に
も
身
近
な
所

に
あ
る
事
に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
回
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
よ
り
多
く
の

方
が
自
然
歩
道
を
歩
い
て
頂
け
る
の
で
は
な
い

報告：成崎聡さん

　九州自然歩道フォーラム副代表

　NPO 法人ひむか感動体験ワールド

　事務局長

か
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
１
０
月
１
９
日
に
高
千
穂
町
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
裏
面
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑最後にみんなでパシャリ！

　皆さんいい笑顔！

　

「
九
州
自
然
歩
道
は
魅
力
的
だ
。
日
本
を
代

表
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
な
る
。
」

　

山
頂
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
自
然
を
感
じ
、

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
長
距
離
を
歩
く
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
文
化
を
日
本
に
紹
介
し
た
故
・

加
藤
則
芳
さ
ん
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
九
州
を
一
周
す
る
ト
レ

イ
ル
は
、
本
格
的
な
山
岳
登
山
か
ら
里
山
集
落
、

街
中
に
い
た
る
風
景
の
展
開
、
歴
史
景
観
、
温

泉
等
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
東
海
自
然
歩
道
に

次
い
で
１
９
８
０
年
に
整
備
さ
れ
た
総
延
長
は

３
０
０
０
㌔
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
。
九
州
各
県
か
ら
の
申
出
に
応
え
る
形
で
当

時
の
環
境
庁
が
計
画
し
、
九
州
自
然
歩
道
は
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
全
線
開
通
か
ら
３
４

年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
自
然
災
害
等

で
通
行
が
難
し
い
ル
ー
ト
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

適
切
な
維
持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
地
域
の
認
知
度
低
下
と
い
っ
た
現
状
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
２
０
１
２
年
８
月
、
加
藤
さ
ん

の
言
葉
と
想
い
に
共
鳴
し
た
仲
間
た
ち
が
集
ま

り
「
九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
（
事
務
局
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
福

岡
）
。
発
起
人
に
は
、
九
州
各
県
の
自
然
学
校
関

係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ウ
ト
フ
ィ
ッ

タ
ー
、
九
州
自
然
歩
道
の
愛
好
家
が
揃
い
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
登
録
者
は
現
在
百
名
を
超
え

て
い
ま
す
。
設
立
し
て
間
も
な
い
団
体
で
す
が
、

互
い
の
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
現
地
調

査
、
利
用
者
の
情
報
収
集
、
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
や
歩
道

管
理
者
（
環
境
省
、
各
県
、
市
町
村
等
）
が
集

ま
る
「
九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
開
催
に
加
え
、
通
信
紙
の
発
行
、
熊

本
県
南
阿
蘇
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

踏
破
証
制
度
の
構
築
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
情
報
は
公
式f

a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ
に
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

情
報
提
供
・
寄
稿
・

  

お
た
よ
り
大
募
集
！

　

九
州
自
然
歩
道
に
関
す
る
情
報
や
体
験

談
、
疑
問
、
質
問
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

い
た
だ
い
た
情
報
で
「
九
州
自
然
歩
道
通

信
」
が
元
気
に
な
り
ま
す
。

お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員

  

募
集
中
！

　

九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
を
つ
な
い
で
九
州
を
一
つ
に
む
す
ぶ
九
州

自
然
歩
道
。
一
緒
に
歩
き
、
交
流
し
な
が
ら

九
州
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
特
典
つ
き
！
詳
し
く

は
お
問
合
せ
先
に
あ
る
入
会
ご
案
内
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑平成 25 年 10 月のウォークイベントにて。

　素敵な仲間たちと自然と触れ合いました。

↑加藤さんが環境省で講演されたときの様子。

　九州自然歩道の可能性を語ってくださいました。

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

私
の
九
州
自
然
歩
道

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

九
州
を
歩
い
て
み
た

ご
あ
い
さ
つ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
歩

「
シ
ン
プ
ル
に
あ
る
く
」

　

山
の
中

で
み
か
け

て
い
た
カ

タ
ツ
ム
リ

マ
ー
ク
と

看
板
は
圧

倒
的
な
存

在
感
だ
っ
た
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
マ
ッ
プ
の

存
在
。
広
げ
る
と
長
い
一
本
の
道
で
今
ま
で

通
っ
た
事
の
あ
る
山
域
を
通
っ
て
い
る
「
つ
な

い
で
み
た
い
」
と
声
を
行
動
へ
か
り
た
て
た
。

　

今
ま
で
歩
い
て
た
道
は
登
山
道
だ
っ
た
と
気

づ
く
、
マ
ッ
プ
で
は
そ
の
先
へ
の
道
の
存
在
を

教
え
て
く
れ
る
、
山
域
の
集
落
や
町
を
と
お
っ

て
い
た
。

　

ふ
と
し
た
瞬
間
の
景
色
が
き
っ
と
日
頃
は
何

も
感
じ
な
い
の
に
す
ご
く
良
く
見
え
た
。
自
分

に
と
っ
て
は
新
し
い
の
道
へ
と
つ
な
が
る
が
そ

こ
が
少
し
苦
い
。
い
や
何
年
前
に
通
っ
た
の
だ

寄稿：石津玉代さん

パタゴニア福岡ストア

ろ
う
か
と
感
じ
さ
せ
る
模
様
、
薮
も
あ
る
。
さ

す
が
に
迷
っ
た
。
迷
い
な
が
ら
も
歩
く
、
道
で

は
な
い
か
そ
ん
な
事
は
も
は
や
ど
う
で
も
よ
く

な
っ
た
。
ひ
た
す
ら
目
的
を
め
ざ
し
た
感
じ
が

ひ
さ
び
さ
心
地
よ
い
。
山
を
登
る
感
覚
で
は
全

く
な
い
と
感
じ
る
。

　

歩
道
は
と
て
つ
も
な
く
長
い
、
圧
倒
さ
れ
る
。

目
の
前
の
道
を
シ
ン
プ
ル
に
歩
く
こ
の
歩
道

を
、
大
き
な
歩
み
へ
と
続
け
て
行
き
た
い
。

「
風
景
の
記
憶
」

　

太
宰
府

は
私
の
第

二
の
故
郷
。

九
州
自
然

歩
道
が
私

に
馴
染
み

深
い
場
所

を
通
っ
て
い
る
と
知
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
１
、

２
年
前
の
こ
と
で
す
。
参
道
が
賑
や
か
な
太
宰

府
天
満
宮
、
拝
殿
の
周
り
の
木
陰
が
涼
し
い
竈

門
神
社
、
開
け
た
景
色
の
奥
に
立
つ
四
王
寺
山

が
爽
や
か
に
見
え
る
大
宰
府
政
庁
跡…

ど
れ
も

子
ど
も
の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
風
景
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
こ
の
中
で
も
一
番
の
記
憶
は
、
太
宰

府
天
満
宮
の
北
側
に
あ
る
「
お
石
ト
ン
ネ
ル
」
。

祖
父
母
の
家
が
ち
ょ
う
ど
竈
門
神
社
近
く
に

あ
っ
た
の
で
、
歩
い
て
太
宰
府
天
満
宮
ま
で
下

り
、
本
殿
の
裏
か
ら
入
る
の
が
私
た
ち
家
族
の

馴
染
み
の
コ
ー
ス
で
し
た
。
赤
茶
色
の
煉
瓦
や

入
口
に
絡
ま
る
蔦
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
映
え
る

一
方
で
、
中
は
涼
し
く
て
薄
暗
く
、
歩
く
と
き

は
少
し
怖
か
っ
た
の
も
今
は
い
い
思
い
出
で

す
。

寄稿：浅田真知子さん

NPO 法人グリーンシティ福岡

寄稿：野元尚巳さん

　九州自然歩道フォーラム代表

　鹿児島カヤックス代表

　

１
０
代
後
半
の
頃
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
九

州
各
地
を
走
り
、
そ
こ
で
目
に
し
た
の
が
「
九

州
自
然
歩
道
」
の
標
識
と
コ
ー
ス
を
描
か
れ
た

看
板
。
こ
れ
を
歩
い
て
ゆ
け
ば
九
州
を
ぐ
る
っ

と
一
周
し
て
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
！
そ
ん

な
事
を
ワ
ク
ワ
ク
し
て
見
て
い
た
。

　

鹿
児
島
県
知
事
が
錦
江
湾
を
取
り
巻
く
自
然

歩
道
を
作
り
た
い
と
の
情
報
を
知
る
。
そ
れ
な

ら
ば
九
州
自
然
歩
道
が
先
で
し
ょ
う
！
っ
と
鹿

児
島
県
観
光
課
に
九
州
自
然
歩
道
の
事
を
話
を

す
る
と
「
野
元
さ
ん
。
う
ち
の
課
が
担
当
で
し

た
ぁ
！
」
と
担
当
者
か
ら
言
わ
れ
、
そ
し
て

↑霧島連山の高千穂峰

　宮崎と鹿児島の県境にある溶岩特有の

　赤ガレの御鉢斜面。高千穂峰を皮切りに

　鹿児島ルートを歩いた。

予
算
が
付
き
調
査
と
標
識
整
備
が
始
ま
っ
た
の

で
驚
く
。
言
っ
て
み
る
も
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
地

元
の
放
送
局
で
自
然
を
案
内
す
る
番
組
を
担
当

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
を
歩
き
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
ま
ず

は
鹿
児
島
県
ル
ー
ト
は
完
歩
。

　

数
年
後
、
加
藤
則
芳
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た

だ
き
、
九
州
自
然
歩
道
を
活
性
化
し
て
ゆ
こ
う

と
誘
わ
れ
る
。
初
め
て
見
た
頃
の
九
州
を
歩
い

て
一
周
出
来
る
ん
だ
と
思
っ
た
ワ
ク
ワ
ク
し
た

気
持
ち
を
思
い
出
す
。
そ
の
気
持
ち
忘
れ
な
い

で
こ
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
向
き
合
っ
て
ゆ
き

た
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
よ
り

九
州
を
グ
ル
ッ
と
一
周
！

各 地 の イ ベ ン ト 情 報

第５回九州自然歩道ウォーク
　～南阿蘇外輪山ノ編～
　開催地：熊本県　南阿蘇外輪山
　日　時：２０１４年１０月２５日（土）１０時～１７時
　費　用：３,０００円
　内　容：今話題の南阿蘇の外輪山を散策するハイキング。赤
　　　　　く染まる外輪山を歩きながら、巨大なカルデラの草
　　　　　原地帯、阿蘇山を望めます。九州自然歩道３０００
　　　　　㌔の一歩を一緒に歩きましょう。
　問合せ・申込先：NPO 法人グリーンシティ福岡

　ＴＥＬ：０９２-２１５-３９１３

第３０回長崎五島ツーデーマーチ
　開催地：長崎県　五島市　
　日　時：２０１４年１１月８日（土）～９日（日）
　費　用：１日のみの参加　４,０００円
　　　　　２日間　　　　　６,０００円
　　　　　（ガイドブック・弁当・保険料等）
　内　容：西海国立公園の景勝地を巡り、蒼い海と点在する
　　　　　島々を眺望しながらのウォーキング。
　　　　    １１月８日：三井楽コース　２３ｋｍ
　　　　    １１月９日：久賀島コース　１５ｋｍ
　問合せ・申込先：福江武家屋敷通りふるさと館内
　　　　　　　　　長崎五島ツーデーマーチ実行委員
　ＴＥＬ：０９５９-７２-２０８３

曽木はっけんウォーキング
　開催地：鹿児島県　伊佐市
　日　時：２０１４年１０月５日（日）　９時３０～１２時
　費　用：一般　　１，０００円　小中学生　　５００円
　　　　　（参加賞・朝食・保険料等）
　内　容：曽木大橋サヨナライベント。橋の上から滝を眺める
　　　　　ことができる時間も残りわずか。曽木の滝周辺のこ
　　　　　とを学びながら歩ける企画。
　問合せ・申込先：伊佐市役所伊佐ＰＲ課
　ＴＥＬ：０９９５-２９-４１１３

九州自然歩道を歩こう７５回
　吹上浜をずっとずっと歩いて野間半島へ
　開催地：鹿児島県　薩摩半島吹上浜
　日　時：２０１４年１１月１６日（日）　
　費　用：９,３００円
　内　容：奇数月に行われる九州自然歩道一周ツアー。皿倉山
　　　　　から西ルートを歩いて、今回は吹上浜から鹿児島本
　　　　　土の最西端の野間半島まで歩きます。
　問合せ・申込先：NPO 法人ＳＡＧＡアウトドアガイドクラブ　
　ＴＥＬ：０９５２-２９-８４９８

秋の九州自然歩道を歩こう
　開催地：福岡県　皿倉山
　日　時：２０１４年１１月２９日（土）９時３０分～１５時
　費　用：３００円（保険料）
　内　容：９時３０分帆柱ケーブル山麓駅集合、
　　　　　１５時皿倉山ビジターセンター解散
　問合せ・申込先：九州地方環境事務所福岡事務所
　ＴＥＬ：０９２-４３７-８８５１

九州自然歩道を歩こう
　～論所原から原山ドルメン～
　開催地：長崎県　島原半島
　日　時：２０１４年１０月２６日（日）
　費　用：１,２００円（昼食代・保険代込）
　内　容：論所原のお茶畑から、杉林をぬけ棚田を眺めながら
　　　　　古代遺跡の原山ドルメンまでの道のりを秋風に吹か
　　　　　れながら一緒に歩きます。
　問合せ・申込先：雲仙諏訪の池ビジターセンター
　ＴＥＬ：０９５７-７６-５０１０

「全国・自然歩道を歩こう月間」七ッ岳登山
　開催地：長崎県　五島市七ツ岳
　日　時：２０１４年１０月２６日（日）１０時～１５時
　費　用：１５０円（保険代）
　内　容：九州百名山の一つ七ツ岳（４３２ｍ）を登ります。
　問合せ・申込先：鐙瀬（あぶんぜ）ビジターセンター　　　
　ＴＥＬ：０９５９-７３-６９５５

九州自然歩道を歩こう　
　宮崎ルートモニターツアー
　開催地：宮崎県　高千穂町
　日　時：２０１４年１０月１９日（日）　
　費　用：無料
　内　容：宮崎の九州自然歩道を歩くツアー第３弾！今回は、　
　　　　　宮崎県北の高千穂町を歩きます。新和の里、自然の
　　　　　宝庫の高千穂を堪能しましょう。
　問合せ・申込先：ＮＰＯ法人ひむか感動体験ワールド　　　
　ＴＥＬ：０９８２-２９-３８３５

霧島地域国立公園指定 80 周年記念

秋の大浪池を歩こう！
　開催地：宮崎・鹿児島県　霧島大浪池
　日　時：２０１４年１０月１８日（土）　８時１５分～１３時
　費　用：４７０円（保険料、公共バス代）
　内　容：霧島錦江湾国立公園霧島地域の大浪池において、
　　　　　初秋の自然の観察をしながら歩く行事を実施します。
　問合せ：えびの自然保護官事務所（0984-33－1108）
　申込先：えびのエコミュージアムセンター（0984-33－3002）

九州自然歩道を歩いてみよう！

福岡 熊本

長崎

宮崎

鹿児島

ひげさん　　　　　　　　　ゆうくん

フォーラム事務局長。
カボスが好きです。

歩くの大好き。
実は新宿区出身。



　

１
９
７
５
年
に
九
州
自
然
歩
道
の
整

備
が
は
じ
ま
っ
て
３
９
年
、
全
線
が
開

通
し
て
３
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
時

は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

の
余
韻
が
残
り
、
高
度
経
済
成
長
が
終

わ
っ
た
と
も
さ
れ
る
時
期
。
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
終
結
し
、
布
施
明
の
「
シ
ク
ラ

メ
ン
の
か
ほ
り
」
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
開
通
当
時
で
あ

る
１
９
７
７
年
に
発
行
さ
れ
た
「
山
び

こ
の
径
〜
九
州
自
然
歩
道
〜
（
西
日
本
新

聞
社
）
」
な
ど
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
九

州
自
然
歩
道
の
様
々
な
風
景
や
そ
の
移

り
変
わ
り
を
ご
紹
介
し
て
行
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
く
じ
ゅ
う

坊
ガ
ツ
ル
」
。
毎
年
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
や

登
山
者
が
訪
れ
る
人
気
の
エ
リ
ア
で
す
。

九
州
自
然
歩
道
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
で
あ
る
坊
ガ
ツ
ル
・
タ
デ
原
湿
原
、

古
く
か
ら
登
山
者
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

愛
さ
れ
て
き
た
法
華
院
温
泉
な
ど
、
昔

か
ら
皆
に
親
し
ま
れ
大
切
に
さ
れ
て
き

た
ス
ポ
ッ
ト
を
通
り
ま
す
。
写
真
は
、

長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

雨
ヶ
池
へ
ぬ
け
る
途
中
。
今
年
の
紅
葉

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

先
ほ
ど
の
書
籍
「
山
び
こ
の
径
」
の

中
巻
に
は
、
タ
デ
原
湿
原
か
ら
法
華
院

へ
向
か
う
広
い
高
原
の
あ
ち
こ
ち
に
豊

後
の
黒
牛
が
の
ん
び
り
草
を
食
べ
て
い

る
こ
と
。
長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
自
然
教
室
が
親
子
連
れ
の
見
学
者
に

評
判
で
あ
る
こ
と
。
自
然
保
護
に
積
極

的
に
取
り
組
む
「
九
重
の
自
然
を
守
る

会
」
の
存
在
が
貴
重
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
既
に
１
９
６

４
年
に
は
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が

開
通
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
観

光
客
も
増
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
く
じ
ゅ
う
登
山
の
拠
点
で
あ

る
法
華
院
温
泉
山
荘
は
、
明
治
時
代
、

弘
蔵
孟
夫
さ
ん
が
創
業
。
九
州
自
然
歩

道
が
開
通
し
た
当
時
は
先
代
の
弘
蔵
祐

夫
さ
ん
が
ご
主
人
で
し
た
。
山
荘
を
訪

れ
る
と
先
着
の
登
山
者
か
ら
気
さ
く
に

「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
声
が
か
け
ら
れ
、

話
が
は
ず
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

刻
々
と
変
化
す
る
美
し
い
風
景
で
私

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
く
じ
ゅ
う
。

今
も
変
わ
ら
ず
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
者
を

迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

九 州 自 然 歩 道 今 昔 物 語

大分県竹田市のくじゅう連山　長者原から坊ガツルへと向かう（平成 25 年 10 月）

編集・制作　九州自然歩道フォーラム 2014.09.

お問い合わせ
九州自然歩道フォーラム（特定非営利活動法人グリーンシティ福岡内）

〒810-0022 福岡県福岡市中央区薬院 4-5-2-202　TEL/FAX：092-215-3913　メール：info@greencity-f.org　
　　　　　　URL：https://www.facebook.com/kyusyulongtrailforum（九州自然歩道フォーラム公式 FB ページ）
　　　　　　URL：http://www.greencity-f.org/article/15070677.html（フォーラムご入会案内ページ）

編
集
後
記

　

第
１
号
「
九
州
自
然

歩
道
通
信
」
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
本
通
信

紙
は
、
環
境
省
の
「
地

域
活
性
化
に
向
け
た
協

働
取
組
の
加
速
化
事
業
」

で
採
択
さ
れ
た
「
九
州

自
然
歩
道
活
用
促
進
事

業
」
の
一
環
で
作
成
し

ま
し
た
。
本
通
信
紙
を

作
成
す
る
ま
で
に
、
環

境
省
や
県
、
市
町
村
の

方
々
に
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
を
お
聞
き
し
、
多
く

の
方
々
に
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、

頂
い
た
情
報
が
紙
面
の

都
合
上
掲
載
で
き
な

か
っ
た
も
の
も
あ
り
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
情
報
提
供
し
て

頂
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

次
号
は
１
２
月
に
発

行
予
定
で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
福
島
優
）

九
州
自
然
歩
道
通
信 

１

本通信紙は、環境省の「平成２６年度地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」の一環で作成しています。

 
 

平
成
２
６
年
７
月
２
０
日
（
日
）
宮
崎
県
西

都
（
さ
い
と
）
市
に
て
第
２
回
九
州
自
然
歩
道

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
宮
崎
県
「
九
州
自
然
歩
道
再

点
検
・
活
用
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ひ
む
か
感
動
体
験
ワ
ー
ル
ド
」
が
県
の
委

託
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
宮
崎
県
内
外
か
ら
多
数
の
方
々
に

お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。
ル
ー
ト
が
西
都
原
古

墳
群
周
辺
と
言
う
事
も
あ
り
、
西
都
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の
神
話
や
歴
史
の
お
話

に
耳
を
傾
け
つ
つ
自
然
歩
道
の
魅
力
を
満
喫
し

て
頂
け
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
中
に
は
九
州
自
然
歩
道
の
事
を
初

め
て
知
っ
た
方
も
多
く
、
意
外
に
も
身
近
な
所

に
あ
る
事
に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
回
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
き
っ
か
け
に
よ
り
多
く
の

方
が
自
然
歩
道
を
歩
い
て
頂
け
る
の
で
は
な
い

報告：成崎聡さん

　九州自然歩道フォーラム副代表

　NPO 法人ひむか感動体験ワールド

　事務局長

か
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
１
０
月
１
９
日
に
高
千
穂
町
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
裏
面
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑最後にみんなでパシャリ！

　皆さんいい笑顔！

　

「
九
州
自
然
歩
道
は
魅
力
的
だ
。
日
本
を
代

表
す
る
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
な
る
。
」

　

山
頂
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
自
然
を
感
じ
、

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
長
距
離
を
歩
く
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
の
文
化
を
日
本
に
紹
介
し
た
加
藤

則
芳
さ
ん
が
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ
う
に
九
州
を
一
周
す
る
ト
レ

イ
ル
は
、
本
格
的
な
山
岳
登
山
か
ら
里
山
集
落
、

街
中
に
い
た
る
風
景
の
展
開
、
歴
史
景
観
、
温

泉
等
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
東
海
自
然
歩
道
に

次
い
で
１
９
８
０
年
に
整
備
さ
れ
た
総
延
長
は

３
０
０
０
㌔
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
。
九
州
各
県
か
ら
の
申
出
に
応
え
る
形
で
当

時
の
環
境
庁
が
計
画
し
、
九
州
自
然
歩
道
は
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
全
線
開
通
か
ら
３
４

年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
自
然
災
害
等

で
通
行
が
難
し
い
ル
ー
ト
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

適
切
な
維
持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
地
域
の
認
知
度
低
下
と
い
っ
た
現
状
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
２
０
１
２
年
８
月
、
加
藤
さ
ん

の
言
葉
と
想
い
に
共
鳴
し
た
仲
間
た
ち
が
集
ま

り
「
九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
（
事
務
局
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
福

岡
）
。
発
起
人
に
は
、
九
州
各
県
の
自
然
学
校
関

係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ウ
ト
フ
ィ
ッ

タ
ー
、
九
州
自
然
歩
道
の
愛
好
家
が
揃
い
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
登
録
者
は
現
在
百
名
を
超
え

て
い
ま
す
。
設
立
し
て
間
も
な
い
団
体
で
す
が
、

互
い
の
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
現
地
調

査
、
利
用
者
の
情
報
収
集
、
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
や
歩
道

管
理
者
（
環
境
省
、
各
県
、
市
町
村
等
）
が
集

ま
る
「
九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
の
開
催
に
加
え
、
通
信
紙
の
発
行
、
熊

本
県
南
阿
蘇
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

踏
破
証
制
度
の
構
築
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
情
報
は
公
式f

a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ
に
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

情
報
提
供
・
寄
稿
・

  

お
た
よ
り
大
募
集
！

　

九
州
自
然
歩
道
に
関
す
る
情
報
や
体
験

談
、
疑
問
、
質
問
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！

い
た
だ
い
た
情
報
で
「
九
州
自
然
歩
道
通

信
」
が
元
気
に
な
り
ま
す
。

お
た
よ
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員

  

募
集
中
！

　

九
州
自
然
歩
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
を
つ
な
い
で
九
州
を
一
つ
に
む
す
ぶ
九
州

自
然
歩
道
。
一
緒
に
歩
き
、
交
流
し
な
が
ら

九
州
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
特
典
つ
き
！
詳
し
く

は
お
問
合
せ
先
に
あ
る
入
会
ご
案
内
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑平成 25 年 10 月のウォークイベントにて。

　素敵な仲間たちと自然と触れ合いました。

↑加藤さんが環境省で講演されたときの様子。

　九州自然歩道の可能性を語ってくださいました。

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

私
の
九
州
自
然
歩
道

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

九
州
を
歩
い
て
み
た

ご
あ
い
さ
つ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
歩

「
シ
ン
プ
ル
に
あ
る
く
」

　

山
の
中

で
み
か
け

て
い
た
カ

タ
ツ
ム
リ

マ
ー
ク
と

看
板
は
圧

倒
的
な
存

在
感
だ
っ
た
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
マ
ッ
プ
の

存
在
。
広
げ
る
と
長
い
一
本
の
道
で
今
ま
で

通
っ
た
事
の
あ
る
山
域
を
通
っ
て
い
る
「
つ
な

い
で
み
た
い
」
と
声
を
行
動
へ
か
り
た
て
た
。

　

今
ま
で
歩
い
て
た
道
は
登
山
道
だ
っ
た
と
気

づ
く
、
マ
ッ
プ
で
は
そ
の
先
へ
の
道
の
存
在
を

教
え
て
く
れ
る
、
山
域
の
集
落
や
町
を
と
お
っ

て
い
た
。

　

ふ
と
し
た
瞬
間
の
景
色
が
き
っ
と
日
頃
は
何

も
感
じ
な
い
の
に
す
ご
く
良
く
見
え
た
。
自
分

に
と
っ
て
は
新
し
い
の
道
へ
と
つ
な
が
る
が
そ

こ
が
少
し
苦
い
。
い
や
何
年
前
に
通
っ
た
の
だ

寄稿：石津玉代さん

パタゴニア福岡ストア

ろ
う
か
と
感
じ
さ
せ
る
模
様
、
薮
も
あ
る
。
さ

す
が
に
迷
っ
た
。
迷
い
な
が
ら
も
歩
く
、
道
で

は
な
い
か
そ
ん
な
事
は
も
は
や
ど
う
で
も
よ
く

な
っ
た
。
ひ
た
す
ら
目
的
を
め
ざ
し
た
感
じ
が

ひ
さ
び
さ
心
地
よ
い
。
山
を
登
る
感
覚
で
は
全

く
な
い
と
感
じ
る
。

　

歩
道
は
と
て
つ
も
な
く
長
い
、
圧
倒
さ
れ
る
。

目
の
前
の
道
を
シ
ン
プ
ル
に
歩
く
こ
の
歩
道

を
、
大
き
な
歩
み
へ
と
続
け
て
行
き
た
い
。

「
風
景
の
記
憶
」

　

太
宰
府

は
私
の
第

二
の
故
郷
。

九
州
自
然

歩
道
が
私

に
馴
染
み

深
い
場
所

を
通
っ
て
い
る
と
知
っ
た
の
は
、
ほ
ん
の
１
、

２
年
前
の
こ
と
で
す
。
参
道
が
賑
や
か
な
太
宰

府
天
満
宮
、
拝
殿
の
周
り
の
木
陰
が
涼
し
い
竈

門
神
社
、
開
け
た
景
色
の
奥
に
立
つ
四
王
寺
山

が
爽
や
か
に
見
え
る
大
宰
府
政
庁
跡…

ど
れ
も

子
ど
も
の
こ
ろ
の
懐
か
し
い
風
景
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
こ
の
中
で
も
一
番
の
記
憶
は
、
太
宰

府
天
満
宮
の
北
側
に
あ
る
「
お
石
ト
ン
ネ
ル
」
。

祖
父
母
の
家
が
ち
ょ
う
ど
竈
門
神
社
近
く
に

あ
っ
た
の
で
、
歩
い
て
太
宰
府
天
満
宮
ま
で
下

り
、
本
殿
の
裏
か
ら
入
る
の
が
私
た
ち
家
族
の

馴
染
み
の
コ
ー
ス
で
し
た
。
赤
茶
色
の
煉
瓦
や

入
口
に
絡
ま
る
蔦
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
映
え
る

一
方
で
、
中
は
涼
し
く
て
薄
暗
く
、
歩
く
と
き

は
少
し
怖
か
っ
た
の
も
今
は
い
い
思
い
出
で

す
。

寄稿：浅田真知子さん

NPO 法人グリーンシティ福岡

寄稿：野元尚巳さん

　九州自然歩道フォーラム代表

　鹿児島カヤックス代表

　

１
０
代
後
半
の
頃
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
九

州
各
地
を
走
り
、
そ
こ
で
目
に
し
た
の
が
「
九

州
自
然
歩
道
」
の
標
識
と
コ
ー
ス
を
描
か
れ
た

看
板
。
こ
れ
を
歩
い
て
ゆ
け
ば
九
州
を
ぐ
る
っ

と
一
周
し
て
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
！
そ
ん

な
事
を
ワ
ク
ワ
ク
し
て
見
て
い
た
。

　

鹿
児
島
県
知
事
が
錦
江
湾
を
取
り
巻
く
自
然

歩
道
を
作
り
た
い
と
の
情
報
を
知
る
。
そ
れ
な

ら
ば
九
州
自
然
歩
道
が
先
で
し
ょ
う
！
っ
と
鹿

児
島
県
観
光
課
に
九
州
自
然
歩
道
の
事
を
話
を

す
る
と
「
野
元
さ
ん
。
う
ち
の
課
が
担
当
で
し

た
ぁ
！
」
と
担
当
者
か
ら
言
わ
れ
、
そ
し
て

↑霧島連山の高千穂峰

　宮崎と鹿児島の県境にある溶岩特有の

　赤ガレの御鉢斜面。高千穂峰を皮切りに

　鹿児島ルートを歩いた。

予
算
が
付
き
調
査
と
標
識
整
備
が
始
ま
っ
た
の

で
驚
く
。
言
っ
て
み
る
も
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
地

元
の
放
送
局
で
自
然
を
案
内
す
る
番
組
を
担
当

し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
と
鹿
児
島

ル
ー
ト
を
歩
き
な
が
ら
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
ま
ず

は
鹿
児
島
県
ル
ー
ト
は
完
歩
。

　

数
年
後
、
加
藤
則
芳
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た

だ
き
、
九
州
自
然
歩
道
を
活
性
化
し
て
ゆ
こ
う

と
誘
わ
れ
る
。
初
め
て
見
た
頃
の
九
州
を
歩
い

て
一
周
出
来
る
ん
だ
と
思
っ
た
ワ
ク
ワ
ク
し
た

気
持
ち
を
思
い
出
す
。
そ
の
気
持
ち
忘
れ
な
い

で
こ
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
向
き
合
っ
て
ゆ
き

た
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
よ
り

九
州
を
グ
ル
ッ
と
一
周
！

各 地 の イ ベ ン ト 情 報

第５回九州自然歩道ウォーク
　～南阿蘇外輪山ノ編～
　開催地：熊本県　南阿蘇外輪山
　日　時：２０１４年１０月２５日（土）１０時～１７時
　費　用：３,０００円
　内　容：今話題の南阿蘇の外輪山を散策するハイキング。赤
　　　　　く染まる外輪山を歩きながら、巨大なカルデラの草
　　　　　原地帯、阿蘇山を望めます。九州自然歩道３０００
　　　　　㌔の一歩を一緒に歩きましょう。
　問合せ・申込先：NPO 法人グリーンシティ福岡

　ＴＥＬ：０９２-２１５-３９１３

第３０回長崎五島ツーデーマーチ
　開催地：長崎県　五島市　
　日　時：２０１４年１１月８日（土）～９日（日）
　費　用：１日のみの参加　４,０００円
　　　　　２日間　　　　　６,０００円
　　　　　（ガイドブック・弁当・保険料等）
　内　容：西海国立公園の景勝地を巡り、蒼い海と点在する
　　　　　島々を眺望しながらのウォーキング。
　　　　    １１月８日：三井楽コース　２３ｋｍ
　　　　    １１月９日：久賀島コース　１５ｋｍ
　問合せ・申込先：福江武家屋敷通りふるさと館内
　　　　　　　　　長崎五島ツーデーマーチ実行委員
　ＴＥＬ：０９５９-７２-２０８３

曽木はっけんウォーキング
　開催地：鹿児島県　伊佐市
　日　時：２０１４年１０月５日（日）　９時３０～１２時
　費　用：一般　　１，０００円　小中学生　　５００円
　　　　　（参加賞・朝食・保険料等）
　内　容：曽木大橋サヨナライベント。橋の上から滝を眺める
　　　　　ことができる時間も残りわずか。曽木の滝周辺のこ
　　　　　とを学びながら歩ける企画。
　問合せ・申込先：伊佐市役所伊佐ＰＲ課
　ＴＥＬ：０９９５-２９-４１１３

九州自然歩道を歩こう７５回
　吹上浜をずっとずっと歩いて野間半島へ
　開催地：鹿児島県　薩摩半島吹上浜
　日　時：２０１４年１１月１６日（日）　
　費　用：９,３００円
　内　容：奇数月に行われる九州自然歩道一周ツアー。皿倉山
　　　　　から西ルートを歩いて、今回は吹上浜から鹿児島本
　　　　　土の最西端の野間半島まで歩きます。
　問合せ・申込先：NPO 法人ＳＡＧＡアウトドアガイドクラブ　
　ＴＥＬ：０９５２-２９-８４９８

秋の九州自然歩道を歩こう
　開催地：福岡県　皿倉山
　日　時：２０１４年１１月２９日　９時３０分～１５時
　費　用：３００円（保険料）
　内　容：９時３０分帆柱ケーブル山麓駅集合、
　　　　　１５時皿倉山ビジターセンター解散
　問合せ・申込先：九州地方環境事務所福岡事務所
　ＴＥＬ：０９２-４３７-８８５１

九州自然歩道を歩こう
　～論所原から原山ドルメン～
　開催地：長崎県　島原半島
　日　時：２０１４年１０月２６日（日）
　費　用：１,２００円（昼食代・保険代込）
　内　容：論所原のお茶畑から、杉林をぬけ棚田を眺めながら
　　　　　古代遺跡の原山ドルメンまでの道のりを秋風に吹か
　　　　　れながら一緒に歩きます。
　問合せ・申込先：雲仙諏訪の池ビジターセンター
　ＴＥＬ：０９５７-７６-５０１０

「全国・自然歩道を歩こう月間」七ッ岳登山
　開催地：長崎県　五島市七ツ岳
　日　時：２０１４年１０月２６日（日）１０時～１５時
　費　用：１５０円（保険代）
　内　容：九州百名山の一つ七ツ岳（４３２ｍ）を登ります。
　問合せ・申込先：鐙瀬（あぶんぜ）ビジターセンター　　　
　ＴＥＬ：０９５９-７３-６９５５

九州自然歩道を歩こう　
　宮崎ルートモニターツアー
　開催地：宮崎県　高千穂町
　日　時：２０１４年１０月１９日（日）　
　費　用：無料
　内　容：宮崎の九州自然歩道を歩くツアー第３弾！今回は、　
　　　　　宮崎県北の高千穂町を歩きます。新和の里、自然の
　　　　　宝庫の高千穂を堪能しましょう。
　問合せ・申込先：ＮＰＯ法人ひむか感動体験ワールド　　　
　ＴＥＬ：０９８２-２９-３８３５

霧島地域国立公園指定 80 周年記念

秋の大浪池を歩こう！
　開催地：宮崎・鹿児島県　霧島大浪池
　日　時：２０１４年１０月１８日（土）　８時１５分～１３時
　費　用：４７０円（保険料、公共バス代）
　内　容：霧島錦江湾国立公園霧島地域の大浪池において、
　　　　　初秋の自然の観察をしながら歩く行事を実施します。
　問合せ：えびの自然保護官事務所（0984-33－1108）
　申込先：えびのエコミュージアムセンター（0984-33－3002）

九州自然歩道を歩いてみよう！

福岡 熊本

長崎

宮崎

鹿児島

ひげさん　　　　　　　　　ゆうくん

フォーラム事務局長。
カボスが好きです。

歩くの大好き。
実は新宿区出身。
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